台湾で丸山真男の思想を考える：『丸山真男講義録』を読む by 藍 弘岳
論
文台
湾
で
丸
山
真
男
の
思
想
を
考
え
る
―
『
丸
山
真
男
講
義
録
』
を
読
む
―
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
副
研
究
員
藍
弘
岳
一
、
は
じ
め
に
台
湾
は
曽
て
日
本
帝
国
の
植
民
地
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
清
朝
中
国
を
継
承
し
た
中
華
民
国
の
政
府
が
台
湾
に
移
り
、
い
ま
だ
に
中
華
人
民
共
和
国
と
の
間
に
内
戦
状
態
が
続
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
中
華
民
国
政
府
が
一
九
八
〇
年
代
ま
で
実
質
的
に
は
一
党
独
裁
体
制
を
維
持
し
て
い
た
。
一
九
八
七
年
に
戒
厳
令
が
解
除
さ
れ
た
後
、
民
主
化
が
積
極
的
に
実
行
さ
れ
る
と
同
時
に
、
台
湾
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
目
覚
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
近
年
、
台
湾
で
は
、
香
港
と
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
に
対
す
る
中
国
の
統
治
体
制
の
強
化
な
ど
の
こ
と
と
も
関
係
し
て
、「
去
中
国
化
」（
脱
中
国
化
）
が
盛
ん
に
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
政
治
的
に
も
、
文
化
的
に
も
中
国
離
れ
の
動
き
が
進
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
ど
う
も
江
戸
時
代
に
お
け
る
国
学
者
の
漢
意
批
判
を
思
わ
せ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
む
ろ
ん
、
あ
れ
ほ
ど
漢
意
を
批
判
し
た
宣
長
で
さ
え
「
な
ほ
漢
意
を
は
な
れ
が
た
き
な
ら
ひ
ぞ
か
し
」（『
玉
か
つ
ま
』）
と
述
べ
て
い
る
。
漢
民
族
社
会
の
は
ず
の
台
湾
で
は
政
治
的
に
は
と
も
か
く
、
文
化
的
に
中
国
か
ら
離
れ
よ
う
と
し
て
も
、
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
実
際
、「
去
中
国
化
」
は
様
々
な
意
味
で
捉
え
ら
れ
、
論
争
さ
れ
て
い
る
テ
ー
マ
で
あ
る
。
儒
教
批
判
の
次
元
だ
け
で
言
う
と
、
中
国
思
想
史
を
見
る
と
わ
か
る
よ
う
に
、
古
来
、
老
荘
思
想
、
仏
教
の
立
場
か
ら
儒
教
は
批
判
さ
れ
て
き
た
の
み
な
ら
ず
、
清
末
か
ら
、
近
代
西
洋
政
治
思
想
の
観
点
か
ら
も
厳
し
く
批
判
さ
れ
て
い
た
。
老
荘
思
想
、
日
本
の
国
学
、
近
代
西
洋
政
治
思
想
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
思
想
体
系
で
あ
る
が
、
同
じ
く
儒
教
道
徳
に
対
し
て
批
判
的
な
立
場
を
取
っ
て
い
る
。
現
代
台
湾
で
は
、
シ
ヴ
ィ
ッ
ク
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
考
え
が
主
流
に
な
り
、
台
湾
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
同
時
に
台
湾
規
模
の
市
民
社
会
を
構
築
す
る
た
め
に
、
か
つ
て
漢
民
族
が
な
じ
ん
で
き
た
儒
教
道
徳
な
い
し
そ
れ
と
関
連
す
る
儀
礼
な
ど
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は
一
部
の
人
に
否
定
的
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
漢
民
族
の
伝
統
と
関
連
す
る
儒
教
な
ど
を
否
定
し
た
ら
、
台
湾
ら
し
い
伝
統
的
な
も
の
を
求
め
た
い
場
合
、
何
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
原
住
民
文
化
を
礼
賛
し
た
り
、
初
め
て
「
近
代
」
を
経
験
し
た
台
湾
の
植
民
地
時
代
を
美
化
し
た
り
と
い
っ
た
動
き
も
出
て
き
た
の
で
あ
る
。
他
方
、
中
華
民
国
の
歴
史
の
流
れ
に
お
け
る
中
華
文
化
と
台
湾
と
の
関
連
に
関
心
を
寄
せ
て
、
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
台
湾
の
歴
史
を
描
い
て
み
よ
う
と
す
る
動
き
も
あ
る
。
台
湾
と
い
う
島
を
中
心
に
歴
史
を
見
る
と
、
日
本
の
植
民
地
時
代
に
は
、
中
華
民
国
は
実
は
敵
国
で
も
あ
っ
た
が
、
現
在
は
中
華
民
国
の
政
府
が
台
湾
を
統
治
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
複
数
の
国
家
の
政
権
が
交
代
し
た
台
湾
の
歴
史
を
ど
の
よ
う
に
教
え
る
べ
き
か
は
一
つ
の
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
曽
て
は
、
中
華
民
国
史
を
中
心
に
自
国
史
を
教
え
て
い
た
が
、
現
在
で
は
台
湾
と
い
う
島
の
歴
史
を
中
心
に
教
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
言
う
と
、
統
一
を
目
指
す
中
華
人
民
共
和
国
も
台
湾
に
対
し
て
主
権
を
主
張
し
、
政
治
的
・
文
化
的
な
連
帯
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
や
や
こ
し
い
歴
史
的
事
情
を
抱
え
る
台
湾
で
は
、
丸
山
真
男
の
思
想
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
丸
山
の
議
論
か
ら
何
が
学
べ
る
の
か
。
小
論
で
は
、
近
年
出
版
さ
れ
た
『
丸
山
真
男
講
義
録
別
冊
』
を
含
め
、
『
丸
山
真
男
講
義
録
』
を
読
む
形
で
、
そ
し
て
主
と
し
て
儒
教
思
想
と
近
代
と
い
う
問
題
に
対
す
る
丸
山
の
見
方
の
変
化
を
た
ど
り
な
が
ら
、
考
え
て
み
る(１
)。
二
、
中
国
語
圏
に
お
け
る
丸
山
真
男
著
作
の
翻
訳
と
研
究
現
在
、
台
湾
と
中
国
大
陸
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
政
府
に
よ
っ
て
統
治
さ
れ
、
使
う
文
字
も
一
応
異
な
っ
て
い
る
が
、
台
湾
の
知
識
人
は
中
国
大
陸
で
出
版
さ
れ
た
簡
体
字
の
書
籍
が
簡
単
に
読
め
る
の
で
、
台
湾
に
お
け
る
丸
山
真
男
に
対
す
る
認
識
な
ど
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
両
方
を
含
め
た
中
国
語
圏
で
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
中
国
語
圏
で
は
、
ど
の
よ
う
な
丸
山
真
男
の
著
作
が
出
版
さ
れ
た
の
か
。年
代
順
で
言
う
と
、
翻
訳
リ
ス
ト
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
『
日
本
政
治
思
想
史
研
究
』、
徐
白
、
包
滄
瀾
訳
、
台
北
：
台
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
八
〇
年
。
『
現
代
政
治
的
思
想
與
行
動
：
兼
論
日
本
軍
国
主
義
』、
林
明
徳
訳
、
台
北
：
聯
経
出
版
社
、
一
九
八
四
年
。
『
福
沢
諭
吉
與
日
本
近
代
化
』、
區
建
英
訳
、
上
海
：
学
林
出
版
社
、
一
九
九
二
年
。
『
日
本
政
治
思
想
史
研
究
』、
王
中
江
訳
、
北
京
：
三
聯
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
。
『
日
本
的
思
想
』、
劉
岳
兵
訳
、
北
京
：
三
聯
書
店
、
二
〇
〇
九
年
。
『
丸
山
真
男
講
義
録
（
第
六
冊
）』、
唐
永
亮
訳
、
成
都
：
四
川
教
育
出
版
社
、
二
〇
一
七
年
。
『
現
代
政
治
的
思
想
與
行
動
』、
陳
力
衛
訳
、
北
京
：
商
務
印
書
館
、
二
〇
一
八
年
。
『
日
本
的
思
想
』、
藍
弘
岳
訳
、
新
北
市
：
遠
足
文
化
出
版
社
、
二
〇
一
九
年
。
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ま
ず
、
青
年
期
の
丸
山
真
男
の
代
表
作
と
も
い
え
る
『
日
本
政
治
思
想
史
研
究
』
と
『
現
代
政
治
の
思
想
と
行
動
』
は
す
で
に
一
九
八
〇
年
代
の
台
湾
で
出
版
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
ど
れ
ほ
ど
読
ま
れ
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
筆
者
が
知
っ
て
い
る
限
り
、
こ
れ
ら
の
翻
訳
に
言
及
し
た
著
作
と
研
究
論
文
は
さ
ほ
ど
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
福
沢
諭
吉
の
脱
亜
論
と
の
関
連
で
、
區
建
英
が
翻
訳
し
て
中
国
大
陸
で
出
版
さ
れ
た
『
福
沢
諭
吉
與
日
本
近
代
化
』
と
い
う
論
文
集
は
お
そ
ら
く
一
番
読
ま
れ
、
し
か
も
影
響
を
持
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
、
と
私
は
思
っ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
、『
日
本
政
治
思
想
史
研
究
』、『
現
代
政
治
的
思
想
與
行
動
』、『
日
本
的
思
想
』
は
そ
れ
ぞ
れ
二
つ
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
あ
る
が
、『
日
本
政
治
思
想
史
研
究
』、『
現
代
政
治
的
思
想
與
行
動
』
の
二
つ
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
は
日
本
語
版
の
全
訳
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
劉
岳
兵
が
翻
訳
し
た
『
日
本
的
思
想
』
は
実
際
に
は
、
元
来
『
日
本
の
思
想
』
に
収
録
さ
れ
た
論
文
の
う
ち
、「
日
本
の
思
想
」
と
い
う
論
文
だ
け
を
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
藍
弘
岳
が
翻
訳
し
た
『
日
本
的
思
想
』
は
『
日
本
の
思
想
』
の
最
初
の
全
訳
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
あ
る
。
そ
し
て
、
『
丸
山
真
男
講
義
録
第
六
冊
』
も
出
版
さ
れ
た
ほ
か
、『
忠
誠
と
反
逆
』
は
す
で
に
區
建
英
と
陳
力
衛
に
よ
っ
て
翻
訳
さ
れ
て
、
こ
れ
か
ら
出
版
さ
れ
る
予
定
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
丸
山
の
思
想
に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て
言
え
ば
、
台
湾
で
は
、
民
主
化
に
従
い
、
丸
山
真
男
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
り
、
一
九
九
九
年
、『
當
代
』
と
い
う
当
時
の
台
湾
の
知
識
青
年
を
啓
蒙
す
る
雑
誌
の
一
四
四
期
で
、「
丸
山
真
男
與
日
本
現
代
化
」
と
い
う
特
集
が
組
ま
れ
、
李
永
熾
「
丸
山
真
男
的
思
想
世
界
」、
孫
歌
「
文
学
的
位
置
―
丸
山
真
男
的
両
難
之
境
」、
呉
叡
人
「
悔
恨
與
自
由
：
丸
山
真
男
與
日
本
戦
後
民
主
」
な
ど
の
文
章
が
収
録
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
、
孫
歌
が
書
い
た
「
文
学
的
位
置
―
丸
山
真
男
的
両
難
之
境
」
は
ま
た
『
日
本
政
治
思
想
史
研
究
』（
王
中
江
訳
）
に
収
録
さ
れ
た
。
こ
の
論
文
は
お
そ
ら
く
中
国
語
圏
で
は
、
最
も
読
ま
れ
て
い
る
丸
山
真
男
論
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
以
後
、
丸
山
真
男
を
テ
ー
マ
に
し
た
論
文
は
さ
ほ
ど
生
産
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
二
〇
〇
九
年
、
孫
歌
が
「
丸
山
真
男
政
治
学
中
的
「
政
治
」」
と
い
う
論
文
を
台
湾
の
学
術
誌
『
台
湾
社
会
研
究
季
刊
』
第
七
十
三
期
で
発
表
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
區
建
英
は
「
丸
山
真
男
思
想
史
学
與
日
本
的
改
革
」（『
思
想
』
第
二
十
七
期
、
二
〇
一
四
年
）、「
丸
山
真
男
與
福
沢
諭
吉
思
想
中
的
「
独
立
自
尊
」
與
「
他
者
感
覚
」」（『
台
湾
東
亜
文
明
研
究
学
刊
』
第
一
三
巻
第
一
期
、
二
〇
一
六
年
）、
「
丸
山
真
男
対
中
国
現
代
性
的
看
法
」（『
台
湾
東
亜
文
明
研
究
学
刊
』
第
一
六
巻
第
一
期
、
二
〇
一
九
年
）
な
ど
の
論
文
を
発
表
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
、
藍
弘
岳
も
丸
山
真
男
の
江
戸
儒
学
論
を
め
ぐ
っ
て
、「
戦
後
徳
川
儒
学
研
究
史
論
評
―
以
対
丸
山
真
男
『
日
本
政
治
思
想
史
研
究
』
的
批
評
與
修
正
為
中
心
」（『
台
湾
大
学
文
史
哲
学
報
』
第
五
期
、
二
〇
〇
二
年
）、「
儒
学
與
日
本
現
代
性
：
丸
山
真
男
論
江
戸
儒
学
」（『
文
化
研
究
』
第
二
十
五
期
、
二
〇
一
七
年
）
を
発
表
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
し
て
、
二
〇
一
九
年
、
国
立
台
湾
大
学
国
家
発
展
研
究
所
に
在
籍
す
る
陳
信
仲
は
『
丸
山
真
男
の
自
由
主
体
と
し
て
の
国
民
の
計
画
を
論
じ
る
（
論
丸
山
真
男
自
由
主
体
之
国
民
的
計
画
）』
と
い
う
テ
ー
マ
の
修
士
論
文
を
書
き
上
げ
た
。
右
の
よ
う
に
、
二
〇
〇
〇
年
代
、
特
に
二
〇
一
〇
年
代
に
入
る
と
、
丸
山
真
男
の
著
作
の
翻
訳
と
研
究
論
文
は
少
し
で
あ
る
が
、
増
え
始
め
た
。
こ
れ
ら
の
論
文
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に
は
、
台
湾
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
市
民
社
会
の
構
築
と
い
う
問
題
意
識
の
延
長
で
丸
山
の
主
体
性
論
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
論
に
対
し
て
関
心
を
持
つ
研
究
も
あ
る
が
、
主
と
し
て
中
国
と
日
本
の
思
想
史
に
対
す
る
関
心
か
ら
、
丸
山
の
思
想
を
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
、
孫
歌
と
區
建
英
の
丸
山
真
男
論
は
日
本
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
論
ず
る
の
を
控
え
る
が
、
こ
の
二
人
の
丸
山
論
は
中
国
語
圏
で
は
啓
蒙
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
次
に
、
主
と
し
て
、
近
年
出
版
さ
れ
た
『
丸
山
真
男
講
義
録
別
冊
』
を
読
む
こ
と
を
通
し
て
、
そ
し
て
台
湾
の
新
儒
家
と
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
の
議
論
と
の
比
較
と
い
う
形
で
、
儒
教
思
想
と
近
代
と
い
う
問
題
を
考
え
て
み
る
。
三
、『
丸
山
真
男
講
義
録
別
冊
』
に
お
け
る
儒
教
思
想
と
近
代
周
知
の
よ
う
に
、
丸
山
真
男
の
名
著
た
る
『
日
本
政
治
思
想
史
研
究
』
に
お
け
る
基
調
は
朱
子
学
に
対
す
る
徂
徠
学
の
挑
戦
、
及
び
そ
の
思
想
に
お
け
る
「
近
代
意
識
の
成
長
」で
あ
る
。
丸
山
は
、「
近
代
の
超
克
」論
に
よ
っ
て
美
化
さ
れ
た「
東
洋
精
神
」
を
批
判
し
な
が
ら
、
個
人
の
主
体
性
、
秩
序
の
作
為
性
な
ど
の
「
近
代
意
識
」（「
近
代
性
」）
が
江
戸
儒
教
に
お
い
て
す
で
に
萌
芽
し
て
い
た
が
、
順
調
に
成
長
で
き
な
か
っ
た
と
、
主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
五
〇
年
代
後
半
か
ら
、
丸
山
の
方
法
と
視
点
は
変
化
し
た
。
彼
は
「
文
化
接
触
」
の
視
角
か
ら
日
本
思
想
史
を
理
解
す
る
よ
う
に
な
る
の
み
な
ら
ず
、
日
本
思
想
史
に
お
け
る
「
原
型
」（
古
層
）
の
問
題
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。『
丸
山
真
男
講
義
録
』
を
中
心
に
、
近
年
出
版
さ
れ
、
五
〇
年
代
後
半
講
義
の
内
容
が
収
録
さ
れ
た『
丸
山
真
男
講
義
録
別
冊
』（
以
下『
別
冊
』
と
略
）
を
読
む
と
わ
か
る
よ
う
に
、
お
よ
そ
一
九
五
〇
年
代
後
期
か
ら
、
丸
山
は
徂
徠
学
に
あ
ま
り
言
及
し
な
い
よ
う
に
な
り
、
そ
の
代
わ
り
に
朱
子
学
を
中
心
に
し
て
、
江
戸
儒
教
思
想
を
整
理
し
な
お
し
て
講
義
し
て
い
た
。
１
徂
徠
学
に
つ
い
て
徂
徠
学
に
関
し
て
、『
丸
山
真
男
講
義
録
第
一
冊
』
に
収
録
さ
れ
た
一
九
四
八
年
度
の
講
義
で
は
、「
儒
教
思
想
の
革
命
的
転
回
＝
徂
徠
学
の
形
成
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
多
く
の
紙
幅
を
費
や
し
、
徂
徠
学
が
持
つ
思
想
史
的
な
意
味
を
説
明
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、『
別
冊
』
で
は
、
徂
徠
学
に
言
及
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
相
当
に
減
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
た
箇
所
が
あ
る
。「
世
界
秩
序
の
先
天
的
価
値
の
否
定
は
、
徂
徠
学
的
な
も
の
に
よ
っ
て
成
し
と
げ
ら
れ
た
。
そ
こ
に
お
い
て
は
、
た
だ
ち
に
人
間
の
自
然
権
の
容
認
と
い
う
ふ
う
に
直
線
的
に
は
す
す
ま
ぬ
け
れ
ど
も
、
社
会
は
君
主
の
方
針
に
よ
っ
て
造
り
ま
た
造
り
か
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
は
到
達
し
て
い
る
」（
別
冊
二
、一
五
二
、
一
五
三
頁
）
と
い
う
。
つ
ま
り
、
丸
山
の
考
え
で
は
、
徂
徠
学
に
は
西
欧
の
絶
対
主
義
的
体
制
構
想
に
近
い
思
想
的
要
素
が
読
み
取
れ
る
が
、
自
然
権
の
発
想
は
徂
徠
の
思
想
か
ら
直
接
に
は
展
開
で
き
な
い
。
そ
れ
に
、
丸
山
は
「「
正
統
」
に
対
す
る
儒
学
内
部
か
ら
の
挑
戦
」
と
い
う
節
で
は
、
正
統
と
し
て
の
朱
子
学
を
批
判
し
た
徂
徠
学
に
つ
い
て
、「
儒
教
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
世
界
像
と
し
て
の
統
一
性
を
解
体
さ
せ
る
役
割
を
果
し
た
」（
別
冊
二
、
一
三
八
頁
）
と
評
価
し
て
い
る
。
ま
た
、
自
然
法
の
変
容
過
程
と
の
関
連
で
「
根
本
― 96 ―
規
範
の
外
面
化
の
傾
向
」
を
説
明
す
る
と
こ
ろ
で
、
丸
山
は
、
徂
徠
学
派
の
思
想
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
内
的
も
の
と
外
的
な
も
の
が
分
離
し
て
い
く
の
で
、
客
観
的
な
礼
を
重
視
す
る
ほ
か
に
、
ま
た
人
欲
の
存
在
を
も
認
め
る
よ
う
に
な
り
、
政
治
目
的
の
た
め
に
、
道
徳
を
重
視
し
な
く
て
も
よ
い
と
い
う
よ
う
な
マ
キ
ャ
ヴ
ェ
ッ
リ
的
な
思
想
が
出
て
き
た
の
だ
と
、
説
明
し
て
い
る
（
別
冊
二
、
一
三
九
、
一
四
〇
頁
）。
ま
た
、「
制
度
的
改
革
論
の
諸
相
」
と
い
う
節
で
は
、
徂
徠
の
制
度
改
革
は
「
幕
府
を
絶
対
主
義
的
﹇
に
﹈
ヨ
リ
徹
底
さ
せ
る
論
理
と
、
内
容
的
に
原
始
封
建
制
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
す
る
志
向
と
が
結
合
さ
れ
て
い
た
」（
別
冊
二
、
一
五
六
頁
）
と
、
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
見
方
は
『
日
本
政
治
思
想
史
研
究
』
に
お
け
る
徂
徠
論
と
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
が
、『
日
本
政
治
思
想
史
研
究
』
と
一
九
四
八
年
の
講
義
ほ
ど
、
徂
徠
学
と
日
本
の
近
代
と
の
関
連
を
強
調
し
な
く
な
っ
た
。
そ
の
代
わ
り
に
、『
別
冊
』
で
は
、
徂
徠
学
よ
り
も
朱
子
学
に
重
点
を
置
き
、
儒
教
思
想
と
近
代
と
の
関
連
を
述
べ
て
い
る
。
２
儒
教
的
自
然
法
と
近
代
（
一
）
―
仁
政
思
想
、
革
命
思
想
、
尊
王
攘
夷
論
ま
ず
、
丸
山
は
「
儒
教
的
世
界
観
の
根
本
観
念
は
宇
宙
的
秩
序
と
社
会
的
秩
序
と
人
間
性
の
連
続
し
た
相
関
関
係
で
、そ
れ
は
も
っ
と
も
大
規
模
な
自
然
法
思
想
」
（
別
冊
一
、
一
六
〇
頁
）
と
評
価
し
て
い
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
自
然
法
思
想
が
統
治
者
に
適
用
さ
れ
る
と
、
仁
政
思
想
に
な
る
こ
と
、
ま
た
そ
れ
と
の
関
連
で
儒
教
の
革
命
思
想
が
発
生
す
る
こ
と
、
及
び
そ
れ
が
職
分
論
の
か
た
ち
で
現
実
の
不
平
等
を
合
理
化
す
る
た
め
の
も
の
と
し
て
使
わ
れ
た
こ
と
な
ど
を
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
日
本
で
は
、
儒
教
に
お
け
る
名
分
論
、
正
統
論
が
幕
末
の
尊
王
論
と
繋
が
り
、
反
幕
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
作
用
し
た
の
だ
と
、
説
明
し
て
い
る
。
実
際
、『
丸
山
真
男
講
義
録
第
一
冊
』
に
収
録
さ
れ
た
一
九
四
八
年
度
の
講
義
で
は
、
丸
山
は
す
で
に
職
分
思
想
、
仁
政
思
想
、
さ
ら
に
尊
王
論
と
い
う
流
れ
で
封
建
社
会
に
お
け
る
政
治
思
想
と
し
て
の
朱
子
学
的
自
然
法
が
果
た
し
た
役
割
を
講
義
し
て
い
た
(第
一
冊
、
一
〇
一
〜
一
一
五
頁
)。
そ
れ
に
対
し
て
、
一
九
五
六
年
度
の
講
義
は
基
本
的
に
、一
九
四
八
年
度
の
講
義
の
枠
組
み
を
継
承
し
な
が
ら
、
よ
り
詳
し
く
革
命
思
想
を
分
析
し
た
ほ
か
に
、
よ
り
積
極
的
に
朱
子
学
を
評
価
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
革
命
論
に
対
す
る
丸
山
の
説
明
に
注
目
し
た
い
。
丸
山
に
よ
れ
ば
、
儒
教
に
お
け
る
革
命
の
理
念
も
儒
教
的
自
然
法
に
由
来
し
、「
秩
序
に
内
在
す
る
理
性
・
根
本
規
範
を
侵
犯
し
た
具
体
的
な
君
主
」
に
対
す
る
抵
抗
で
あ
っ
た
が
、
伝
統
に
内
在
す
る
秩
序
の
回
復
を
目
指
す
の
で
、
結
局
歴
史
的
に
み
る
と
、
そ
れ
は
新
王
朝
が
自
己
を
正
当
化
す
る
論
理
だ
け
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
説
明
は
宣
長
の
天
命
論
に
対
す
る
批
判
と
似
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、丸
山
は
さ
ら
に
、
儒
教
的
自
然
法
に
つ
い
て
、
同
じ
く
君
民
契
約
説
の
論
理
が
出
て
い
る
が
、
君
民
双
方
を
拘
束
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
の
自
然
法
と
異
な
り
、「
が
ん
ら
い
規
範
そ
の
も
の
が
伝
統
と
密
着
し
て
お
り
、
伝
統
的
既
成
秩
序
に
内
在
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
規
範
が
家
父
長
的
に
解
釈
さ
れ
、
上
級
の
人
格
者
と
規
範
が
合
一
し
て
、
君
民
契
約
説
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
ほ
ど
前
面
に
は
出
な
か
っ
た
」（
別
冊
一
、
一
六
六
頁
）、「
儒
教
的
な
自
然
法
で
は
制
度
そ
の
も
の
が
道
を
実
現
し
て
い
る
と
考
え
る
か
ら
、
為
政
者
が
そ
れ
を
正
し
く
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
し
て
、
矛
先
は
人
に
向
― 97 ―
か
う
」（
別
冊
一
、
一
九
二
頁
）
と
、
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
西
洋
中
世
の
自
然
法
と
異
な
り
、
朱
子
学
の
「
道
」（
理
）
は
儒
教
的
な
自
然
法
と
し
て
、
本
来
客
観
的
な
規
範
で
あ
る
べ
き
だ
が
、
天
命
の
論
理
に
よ
っ
て
統
治
者
の
人
格
（
性
）
と
合
一
さ
れ
、
統
治
者
が
民
に
対
し
て
解
釈
し
て
教
え
る
も
の
と
見
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、「
道
」
は
統
治
者
自
身
を
拘
束
す
る
契
機
が
弱
い
し
、
制
度
そ
の
も
の
の
改
革
よ
り
も
、
為
政
者
の
人
格
が
立
派
に
な
る
こ
と
（
聖
人
に
な
る
こ
と
）
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
丸
山
に
よ
れ
ば
、
君
民
契
約
説
は
伝
統
的
革
命
に
過
ぎ
な
い
の
に
対
し
て
、
社
会
契
約
説
は
「
原
子
的
な
個
人
が
集
ま
っ
て
社
会
を
創
っ
た
と
い
う
こ
と
の
歴
史
的
な
意
味
は
、
い
か
な
る
伝
統
や
因
襲
に
よ
っ
て
も
拘
束
さ
れ
な
い
個
人
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
全
く
新
し
い
価
値
体
系
を
生
み
だ
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
ん
だ
点
に
あ
る
」（
別
冊
一
、
一
六
八
頁
）。
こ
の
よ
う
に
、
丸
山
は
儒
教
的
自
然
法
に
は
社
会
契
約
説
ま
で
展
開
す
る
思
想
的
な
契
機
が
出
て
こ
な
い
と
見
て
い
る
。
当
然
、
そ
れ
は
人
民
主
権
の
革
命
に
つ
な
が
ら
な
い
。
そ
し
て
、
丸
山
の
考
え
で
は
、
明
治
維
新
は
近
代
自
然
法
に
基
づ
く
革
命
権
の
理
念
に
よ
る
革
命
で
も
な
い
し
、
儒
教
的
自
然
法
に
よ
る
革
命
で
も
な
い
。
丸
山
は
日
本
化
さ
れ
た
儒
教
的
自
然
法
に
つ
い
て
、「
こ
う
し
た
自
然
法
的
拘
束
性
の
希
薄
さ
の
た
め
、
幕
末
に
お
い
て
も
幕
藩
体
制
に
対
す
る
批
判
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
儒
教
的
規
範
性
の
強
調
よ
り
も
、
そ
こ
に
あ
る
忠
義
の
契
機
を
天
皇
に
上
昇
さ
せ
徹
底
化
す
る
と
い
う
方
向
で
行
わ
れ
た
」
と
、
述
べ
て
い
る
。
彼
の
考
え
で
は
、
明
治
維
新
は
吉
田
松
陰
（
一
八
三
〇
〜
一
八
五
九
）
の
思
想
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、「
儒
教
的
民
権
観
念
を
否
定
し
て
天
皇
絶
対
主
義
を
純
粋
化
す
る
方
向
で
行
わ
れ
た
」（
別
冊
二
、
一
三
四
頁
）。
つ
ま
り
、
日
本
で
は
、
儒
教
思
想
に
お
け
る
天
は
天
皇
の
祖
先
、
天
皇
へ
と
読
み
か
え
ら
れ
て
、
天
皇
へ
の
恭
順
を
説
く
尊
王
論
が
出
て
き
た
の
で
、
そ
れ
が
幕
末
の
混
乱
の
中
で
幕
藩
体
制
を
批
判
す
る
論
理
と
し
て
展
開
し
て
い
く
。
そ
れ
が
さ
ら
に
儒
教
の
中
華
夷
狄
思
想
と
合
流
し
て
、
尊
王
攘
夷
論
の
か
た
ち
で
幕
藩
体
制
を
批
判
す
る
論
理
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。総
じ
て
言
え
ば
、
丸
山
の
考
え
で
は
、
儒
教
思
想
に
は
儒
教
的
民
権
に
基
づ
く
革
命
思
想
が
見
ら
れ
る
が
、
自
然
権
に
基
づ
い
た
近
代
政
治
の
論
理
が
直
接
に
展
開
で
き
る
思
想
的
要
素
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
し
、
幕
末
日
本
で
は
、
体
制
批
判
の
論
理
は
革
命
思
想
よ
り
も
、
尊
王
論
の
方
向
に
展
開
さ
れ
た
。
３
儒
教
的
自
然
法
と
近
代
（
二
）
―
国
際
法
『
別
冊
』
に
収
録
さ
れ
た
一
九
五
〇
年
代
後
半
の
講
義
で
は
、
丸
山
は
よ
り
儒
教
思
想
に
お
け
る
天
（
天
道
、
天
理
）
の
意
味
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
る
。
当
時
の
丸
山
か
ら
見
れ
ば
、
朱
子
学
に
お
け
る
窮
理
の
思
想
が
西
洋
思
想
を
受
け
入
れ
る
踏
み
台
に
な
っ
た
ほ
か
に
、
道
の
妥
当
普
遍
性
と
い
う
思
想
も
国
際
法
を
承
認
す
る
媒
介
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
丸
山
に
よ
れ
ば
、
儒
教
は
夷
狄
思
想
に
基
づ
く
排
外
主
義
的
な
面
を
持
っ
て
い
る
が
、
国
際
規
範
の
承
認
に
行
く
方
向
を
も
持
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
ど
ち
ら
が
ど
う
現
わ
れ
る
か
は
、具
体
的
な
状
況
や
人
」
に
よ
る
の
だ
（
別
冊
一
、
一
八
〇
頁
）
と
、
彼
は
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
、
編
者
注
に
よ
れ
ば
、
丸
山
は
一
九
五
九
年
度
の
講
義
で
は
、「
幕
末
の
国
際
的
危
機
に
際
し
て
幕
府
の
失
政
を
批
判
す
る
有
力
な
根
拠
と
し
て
天
道
― 98 ―
が
機
能
し
た
と
も
い
う
。
す
な
わ
ち
天
道
が
幕
藩
体
制
か
ら
剥
離
さ
れ
て
機
能
転
換
し
、
対
外
的
に
は
国
際
法
理
解
の
テ
コ
と
な
り
、
対
内
的
に
は
天
賦
人
権
論
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
天
が
立
憲
思
想
、
公
議
輿
論
思
想
の
根
拠
と
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
」（
別
冊
一
、
一
八
二
頁
）。
つ
ま
り
、
儒
教
思
想
は
自
然
権
の
よ
う
な
思
想
が
展
開
で
き
な
か
っ
た
が
、
幕
末
日
本
で
は
、
天
（
天
理
、
天
道
）
の
思
想
は
国
際
法
と
天
賦
人
権
論
を
理
解
す
る
間
接
的
な
媒
介
に
な
っ
て
い
る
。
４
『
丸
山
真
男
講
義
録
第
六
冊
』
と
の
比
較
―
近
代
中
国
思
想
へ
の
言
及
右
に
検
討
し
て
き
た
『
別
冊
』
の
講
義
内
容
を
さ
ら
に
整
理
、
増
補
し
た
も
の
は
六
〇
年
代
の
講
義
録
と
し
て
の
『
丸
山
真
男
講
義
録
』
の
「
第
六
冊
」
と
「
第
七
冊
」
の
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
六
〇
年
代
後
半
の
講
義
で
は
、
五
〇
年
代
の
講
義
の
基
本
的
な
考
え
が
継
承
さ
れ
な
が
ら
、
説
明
の
方
法
と
内
容
は
若
干
変
え
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
丸
山
は
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
儒
教
の
諸
主
要
範
疇
」
と
い
う
形
で
、
政
治
思
想
と
し
て
の
朱
子
学
的
自
然
法
が
江
戸
時
代
に
お
い
て
果
た
し
た
役
割
を
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
、
彼
は
日
本
と
の
比
較
で
、
康
有
為
と
孫
文
の
思
想
に
言
及
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
丸
山
は
『
丸
山
真
男
講
義
録
第
六
冊
』
で
、
理
気
論
、
性
理
論
な
ど
観
点
か
ら
、
天
人
相
関
の
思
惟
が
ど
の
よ
う
に
体
系
化
さ
れ
、
一
つ
の
完
結
す
る
哲
学
理
論
体
系
に
な
っ
た
か
を
説
明
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
彼
は
「
正
名
」（
名
分
）
論
を
説
明
し
て
か
ら
、
そ
の
繋
が
り
で
、
儒
教
思
想
に
お
け
る
「
王
霸
の
弁
」
と
「
華
夷
内
外
」
の
弁
を
説
明
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
中
華
と
王
道
と
の
カ
テ
ゴ
リ
の
前
提
と
し
て
、「
天
下
」
概
念
を
説
明
し
て
い
る
。
丸
山
に
よ
れ
ば
、
華
夷
論
は
あ
る
種
の
自
民
族
中
心
主
義
の
思
惟
で
中
華
文
化
の
優
越
性
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
の
世
界
観
は
中
華
の
天
子
を
中
心
と
し
た
統
治
体
制
（
礼
的
秩
序
）
を
基
礎
に
し
て
、
さ
ら
に
親
疎
遠
近
の
よ
う
な
人
類
社
会
の
観
念
を
国
際
社
会
に
投
影
し
た
結
果
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
天
下
」「
大
同
」
な
ど
の
観
念
と
結
び
つ
け
る
と
、
世
界
主
義
的
な
思
想
と
し
て
展
開
し
う
る
。
ま
た
、
こ
れ
と
の
関
連
で
、「
天
下
為
公
」
「
大
同
」
の
理
想
を
主
張
し
た
康
有
為
の
思
想
に
も
言
及
し
た
。
丸
山
は
、「
康
有
為
は
、
こ
の
『
礼
記
』
中
の
大
同
思
想
か
ら
、
国
家
も
家
族
も
な
い
社
会
主
義
的
世
界
政
府
を
構
想
し
た
（『
大
同
書
』）。〈
こ
れ
は
天
下
観
念
が
本
来
世
界
主
義
的
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
と
と
も
に
、
仁
政
徳
治
（
万
民
父
母
）
の
裡
に
あ
る
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
極
限
に
ま
で
お
し
す
す
め
〉
儒
教
の
な
か
に
あ
る
世
界
主
義
と
平
和
主
義
を
最
大
限
界
ま
で
引
き
出
し
た
ユ
ー
ト
ピ
ア
」
で
あ
っ
た
（
第
六
冊
、
二
二
三
頁
）
と
い
う
ふ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
一
方
、
丸
山
は
、
同
じ
く
華
夷
論
の
影
響
で
清
末
中
国
は
素
早
く
平
等
関
係
を
強
調
す
る
近
代
西
洋
の
主
権
国
家
体
制
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
だ
と
、
考
え
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
丸
山
に
よ
れ
ば
、
華
夷
論
は
早
く
も
、
古
代
日
本
に
吸
収
さ
れ
、
天
皇
制
の
形
成
に
関
わ
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
幕
末
儒
教
で
は
、
尊
王
論
な
ど
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
王
政
復
古
、
天
皇
親
政
理
念
の
形
成
を
促
す
重
要
な
思
想
契
機
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
逆
に
日
本
に
お
け
る
華
夷
思
想
に
は
、
天
下
主
義
、
世
界
主
義
的
な
思
想
的
要
素
が
弱
い
の
で
、
中
国
よ
り
早
く
近
代
主
権
国
家
体
制
を
受
け
入
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
、
丸
山
は
主
張
し
て
い
る
（
第
六
冊
、
二
二
〇
〜
二
二
五
頁
）。
さ
ら
に
、
丸
山
は
正
名
論
と
の
つ
な
が
り
で
職
分
思
想
、
仁
政
思
想
、
革
命
思
― 99 ―
想
を
も
論
じ
た
。
そ
の
内
容
は
五
〇
年
代
の
講
義
内
容
と
大
体
同
じ
で
あ
る
が
、
革
命
思
想
に
対
す
る
説
明
は
よ
り
詳
し
く
な
っ
て
い
る
。
丸
山
に
よ
れ
ば
、
儒
教
的
自
然
法
に
基
づ
く
革
命
思
想
は
啓
蒙
的
自
然
法
思
想
に
基
づ
く
革
命
権
の
観
念
と
異
な
り
、「
ス
コ
ラ
的
な
自
然
法
に
基
づ
い
て
、
統
治
契
約
に
違
反
し
た
君
主
へ
の
放
伐
を
根
拠
づ
け
た
十
六
世
紀
の
モ
ナ
ル
コ
マ
キ
の
立
場
に
類
似
し
て
い
る
」。
し
か
し
、
ス
コ
ラ
的
な
自
然
法
も
「
人
民
の
直
接
的
な
行
動
を
認
め
ず
、
封
建
貴
族
そ
の
他
、
君
主
と
人
民
の
間
の
中
介
勢
力
が
人
民
の
監
督
者
と
し
て
、
人
民
を
代
表
し
て
暴
君
放
伐
権
を
行
使
す
る
こ
と
だ
け
を
正
当
化
し
た
」。「
人
民
主
権
論
に
こ
そ
立
た
な
か
っ
た
が
、
貴
族
を
含
め
た
全
体
と
し
て
の
人
民
が
君
主
と
の
契
約
当
事
者
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
」。
そ
れ
に
対
し
て
、
儒
教
的
な
自
然
法
に
基
づ
く
革
命
思
想
に
は
進
步
の
理
念
が
欠
け
、
革
命
の
後
は
正
統
的
な
伝
統
秩
序
を
回
復
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
が
果
た
し
た
の
は
王
朝
交
代
の
役
割
だ
け
だ
と
い
う
。
そ
こ
で
、
丸
山
は
孫
文
（
一
八
六
六
〜
一
九
二
五
）
の
三
民
主
義
に
言
及
し
て
、「
辛
亥
革
命
に
よ
る
共
和
政
の
樹
立
が
つ
い
に
儒
教
的
革
命
思
想
で
は
な
く
て
、
リ
ン
カ
ー
ン
の
理
念
に
由
来
す
る
三
民
主
義
と
い
う
新
た
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
依
拠
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
所
以
が
こ
こ
に
あ
る
」
と
見
て
い
る(２
)（
第
六
冊
、
二
二
八
〜
二
三
二
頁
）。
そ
れ
か
ら
、
丸
山
は
原
型
と
幕
藩
体
制
の
影
響
に
よ
っ
て
、
日
本
に
お
け
る
儒
教
思
想
の
修
正
と
変
容
を
説
明
し
て
い
る
。
丸
山
は
、
理
気
論
に
お
け
る
気
の
契
機
を
強
調
す
る
こ
と
、人
性
論
の
次
元
に
お
け
る
利
と
人
欲
を
意
義
づ
け
る
こ
と
、
規
範
に
お
け
る
状
況
的
な
妥
当
性
と
い
う
考
え
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
を
検
討
し
た
。
さ
ら
に
、
中
華
思
想
と
革
命
思
想
を
日
本
に
適
用
し
た
後
の
変
容
を
も
説
明
し
て
い
る
。
ま
ず
、
革
命
思
想
に
つ
い
て
、
日
本
の
儒
教
思
想
に
お
け
る
民
本
革
命
思
想
と
万
世
一
系
と
の
衝
突
、
及
び
天
が
具
体
的
・
特
殊
的
天
皇
へ
と
特
殊
化
し
た
と
い
う
よ
う
な
修
正
を
説
明
し
た
。
そ
し
て
、
中
華
思
想
に
つ
い
て
、
日
本
中
華
思
想
が
生
ま
れ
た
こ
と
を
述
べ
た
。
さ
ら
に
、
中
華
思
想
と
天
道
思
想
が
結
ば
れ
た
場
合
、中
国
と
日
本
の
差
異
が
生
じ
る
こ
と
を
も
説
明
し
て
い
る
。
丸
山
に
よ
れ
ば
、
「
中
国
で
は
天
道
は
中
華
帝
国
と
一
体
化
す
る
傾
向
が
あ
る
が
、
日
本
で
は
天
道
を
特
定
国
と
一
体
化
す
る
こ
と
は
中
国
へ
の
隷
属
を
も
た
ら
す
。
そ
こ
で
聖
人
の
道
な
い
し
天
道
を
歴
史
的
な
中
国
と
い
う
国
か
ら
剥
離
し
、
そ
れ
を
日
本
・
中
国
と
い
う
具
体
的
存
在
を
こ
え
た
普
遍
的
理
念
と
す
る
考
え
方
が
出
て
い
る
」（
第
六
冊
、
二
四
三
、
二
四
四
頁
）。
さ
ら
に
、
そ
の
議
論
を
踏
ま
え
て
、
彼
は
「
中
国
で
は
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
、
近
代
的
な
国
際
社
会
観
は
受
容
さ
れ
に
く
か
っ
た
が
、
日
本
で
は
天
道
を
超
越
化
さ
せ
て
日
本
・
中
国
も
同
様
に
規
律
す
る
も
の
と
考
え
、
こ
れ
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
拡
大
す
る
こ
と
が
で
き
た
」（
同
上
）
と
い
う
考
え
を
示
し
た
。
右
に
述
べ
た
丸
山
の
考
え
を
ま
と
め
て
言
う
と
、
要
す
る
に
、
中
国
で
は
、
中
華
思
想
と
天
道
の
思
想
が
結
ば
れ
る
と
、
康
有
為
（
一
八
五
八
〜
一
九
二
七
）
の
よ
う
な
世
界
主
義
的
国
際
秩
序
観
が
生
ま
れ
、
そ
れ
で
近
代
西
洋
中
心
の
国
際
秩
序
観
と
対
抗
で
き
る
。
と
は
言
え
、
丸
山
は
は
っ
き
り
と
は
言
わ
な
か
っ
た
が
、
そ
こ
に
は
、
あ
る
種
の
中
華
中
心
主
義
的
な
発
想
が
あ
る
こ
と
は
否
定
し
が
た
い
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
ま
さ
に
現
在
流
行
っ
て
い
る
「
天
下
秩
序
」
論
の
問
題
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
日
本
で
は
、
既
述
の
よ
う
に
、
世
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界
主
義
的
な
思
想
的
要
素
が
弱
い
故
に
、
天
が
天
皇
に
特
殊
化
さ
れ
、
特
殊
主
義
的
な
天
皇
制
型
国
家
を
作
り
上
げ
た
反
面
で
、
天
が
持
つ
普
遍
主
義
的
な
面
が
一
部
の
知
識
人
に
よ
っ
て
受
容
さ
れ
、
結
果
と
し
て
日
本
が
中
国
よ
り
簡
単
に
国
家
主
権
平
等
の
思
想
に
基
づ
く
近
代
国
際
法
を
受
容
し
た
こ
と
に
繋
が
っ
た
の
で
あ
る
。つ
い
で
に
言
え
ば
、
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
『
講
義
録
』
の
論
点
は
『
忠
誠
と
反
逆
―
―
転
形
期
日
本
の
精
神
史
的
位
相
』
に
収
録
さ
れ
た
諸
論
文
に
見
ら
れ
る
。『
講
義
録
』
に
お
け
る
説
明
は
そ
れ
ら
の
論
文
の
論
点
を
理
解
す
る
た
め
は
、
役
に
立
つ
で
あ
ろ
う
。
四
、
台
湾
新
儒
家
と
台
湾
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
の
儒
教
思
想
論
―
―
丸
山
と
の
比
較
中
国
語
圏
で
は
、
儒
教
思
想
と
近
代
と
の
関
連
に
つ
い
て
多
く
の
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
代
表
者
は
台
湾
と
香
港
で
活
躍
し
て
い
る
新
儒
家
た
ち
で
あ
る
。
そ
し
て
、
中
華
民
国
の
政
府
が
台
湾
に
移
っ
た
こ
と
に
従
い
、
殷
海
光
（
一
九
一
九
〜
一
九
六
九
）、
林
毓
生
（
一
九
三
四
〜
）
を
代
表
と
す
る
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
た
ち
も
台
湾
で
儒
教
思
想
を
批
判
し
続
け
た
。
そ
こ
で
、
ま
ず
右
に
検
討
し
て
き
た
丸
山
の
議
論
を
、
現
代
の
香
港
と
台
湾
で
活
躍
し
て
い
る
新
儒
家
の
議
論
と
比
較
し
て
み
よ
う
。
１
台
湾
新
儒
家
の
儒
教
思
想
論
台
湾
新
儒
家
は
主
と
し
て
、
天
人
相
関
の
観
点
か
ら
、
徂
徠
が
強
く
批
判
を
加
え
た
孟
子
系
統
の
儒
教
（
朱
子
学
と
陽
明
学
）
を
儒
教
に
お
け
る
主
流
的
な
思
想
と
捉
え
な
が
ら
、
そ
れ
に
は
個
人
主
義
的
な
意
味
の
主
体
が
な
い
が
、
人
格
主
義
（
Personalism
）
と
い
う
意
味
の
道
徳
的
主
体
は
存
在
す
る
と
主
張
し
て
い
る
。
特
に
、
新
儒
家
の
大
家
た
る
牟
宗
三
（
一
九
〇
九
〜
一
九
九
五
）
は
カ
ン
ト
思
想
を
踏
ま
え
、
儒
教
に
お
け
る
良
知
（
道
徳
的
主
体
）
の
自
己
否
定
（「
自
我
坎
陷
」）
に
よ
っ
て
「
民
主
」
と
「
科
学
」
が
必
要
に
な
る
政
治
主
体
、
認
識
主
体
の
成
立
を
論
じ
て
い
る（『
政
道
與
治
道
』）。
さ
ら
に
、徐
復
観（
一
九
〇
四
〜
一
九
八
二
）
と
い
う
思
想
家
は
儒
教
に
お
け
る
性
善
論
に
は
あ
る
種
の
人
格
平
等
の
思
想
が
存
在
す
る
と
主
張
し
、
そ
れ
が
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
種
に
な
る
と
見
て
い
る
（『
儒
家
政
治
思
想
與
自
由
民
主
人
権
』）。
ま
た
ア
イ
ザ
イ
ア
・
バ
ー
リ
ン
（Isaiah
Berlin,
）
が
提
出
し
た
積
極
的
自
由
と
消
極
的
自
由
と
い
う
分
析
枠
組
み
を
1909-1997
利
用
し
て
、
儒
教
は
積
極
的
な
自
由
に
近
い
思
想
的
要
素
を
持
つ
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
（
何
信
全
『
儒
学
與
現
代
民
主
―
当
代
新
儒
家
政
治
哲
学
研
究
』）。
さ
ら
に
、
新
儒
家
の
考
え
に
よ
れ
ば
、
孟
子
系
統
の
儒
教
に
お
け
る
義
利
論
も
現
代
の
人
権
思
想
と
繋
が
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
新
儒
家
の
理
論
家
の
一
人
と
し
て
、
李
明
輝
は
孟
子
系
統
の
儒
教
に
お
け
る
民
本
思
想
は
「
三
世
代
人
権
説
」
に
お
け
る
第
一
世
代
の
人
権
観
念
（
十
七
、
十
八
世
紀
の
自
由
主
義
と
関
連
す
る
個
人
の
権
利
思
想
）
と
異
な
る
が
、
第
二
世
代
の
人
権
観
念
（
十
九
世
紀
の
社
会
主
義
思
想
と
関
連
す
る
経
済
的
、
文
化
的
、
社
会
的
な
権
利
思
想
）
の
思
想
資
源
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
主
張
し
て
い
る
（
李
明
輝
『
儒
家
視
野
下
的
政
治
― 101 ―
思
想
』）。
ま
た
、
最
近
、
新
儒
家
は
さ
ら
に
、
義
務
論
倫
理
学
な
い
し
自
由
主
義
を
批
判
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
（
Com
m
unitarianism
）
の
観
点
か
ら
儒
教
思
想
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
の
関
連
を
議
論
し
て
い
る
（
李
明
輝
『
儒
家
視
野
下
的
政
治
思
想
』）。
こ
の
よ
う
に
、
新
儒
家
た
ち
は
様
々
な
観
点
か
ら
、
儒
教
思
想
と
自
由
主
義
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
な
ど
の
近
代
政
治
思
想
と
の
関
連
を
論
証
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
丸
山
の
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
新
儒
家
が
重
ん
じ
る
朱
子
学
或
は
陽
明
学
に
は
決
断
主
体
の
よ
う
な
思
想
的
要
素
が
存
在
し
な
い
ほ
か
、
自
然
権
と
い
う
思
想
的
要
素
も
な
い
。
新
儒
家
は
、
道
徳
的
主
体
の
思
想
が
ど
う
や
っ
て
政
治
主
体
の
成
立
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
疑
問
に
直
面
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
よ
う
な
新
儒
家
が
直
面
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
実
は
、
丸
山
が
そ
の
儒
教
思
想
論
で
す
で
に
論
じ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
道
徳
と
政
治
が
繋
が
る
儒
教
思
想
で
は
、
統
治
者
は
天
（
天
道
、
天
理
）
か
ら
制
約
を
受
け
な
が
ら
も
、
天
理
と
個
人
の
内
面
道
徳
が
繋
が
る
の
で
、
主
と
し
て
統
治
者
自
身
が
道
徳
的
な
修
養
を
通
し
て
聖
王
に
な
っ
て
民
を
教
え
る
よ
う
に
期
待
さ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
統
治
者
が
そ
の
権
威
と
政
治
権
力
で
人
民
の
思
想
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
よ
う
と
す
る
弊
害
も
生
じ
う
る
。
そ
の
意
味
で
、
儒
教
に
は
統
治
者
の
権
力
は
天
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
る
べ
き
だ
と
す
る
思
想
が
あ
る
が
、
そ
れ
を
実
際
有
効
に
制
限
す
る
方
法
が
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
暴
政
を
行
っ
た
統
治
者
に
対
し
て
、
最
後
の
手
段
は
天
命
に
訴
え
る
革
命
し
か
な
い
。
丸
山
は
『
講
義
録
』
で
、
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
（
M
ax
W
eber,1864-1920）
の
言
葉
を
借
り
て
、
こ
れ
を
「
伝
統
主
義
的
な
革
命
」
と
呼
ん
で
、
近
代
の
革
命
権
に
基
づ
く
革
命
と
区
別
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
と
関
連
し
て
、
辛
亥
革
命
を
主
導
し
た
孫
文
の
三
民
主
義
と
儒
教
思
想
と
の
断
絶
を
も
強
調
し
た
わ
け
で
あ
る
。
２
台
湾
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
の
儒
教
思
想
論
既
述
の
よ
う
に
、
戦
後
、
台
湾
は
中
華
民
国
の
政
府
に
よ
っ
て
統
治
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
中
華
民
国
の
系
譜
で
言
う
と
、
中
国
に
お
け
る
自
由
民
主
の
意
味
と
は
何
か
と
い
う
問
題
に
対
し
て
、
中
華
民
国
の
知
識
人
は
様
々
な
議
論
を
し
て
き
た
。
こ
の
問
題
に
対
し
て
、
林
毓
生
は
五
世
代
の
知
識
人
に
分
け
て
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
（「
中
國
自
由
民
主
運
動
的
回
顧
與
前
瞻
」『
政
治
秩
序
與
多
元
社
会
』）。
彼
に
よ
れ
ば
、
一
代
目
の
代
表
的
な
知
識
人
は
康
有
為
、
梁
啓
超
、
譚
嗣
同
、
厳
復
で
あ
る
。
二
代
目
は
陳
独
秀
、
李
大
釗
、
魯
迅
、
胡
適
、
梁
漱
溟
で
あ
る
。
三
代
目
は
毛
沢
東
、
周
恩
来
、
傅
斯
年
ら
で
あ
る
。
四
代
目
は
殷
海
光
を
代
表
と
し
て
い
る
。
林
毓
生
自
身
は
五
代
目
に
数
え
ら
れ
る
。
彼
の
議
論
を
簡
単
に
ま
と
め
て
言
う
と
、
一
代
目
は
自
由
、
民
主
な
ど
の
思
想
を
誤
解
し
た
り
も
し
た
が
、
一
応
啓
蒙
者
と
言
え
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
二
代
目
は
激
し
い
反
伝
統
主
義
者
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
三
代
目
の
多
く
は
民
族
主
義
者
で
も
あ
る
と
同
時
に
、
自
由
民
主
な
ど
の
概
念
を
政
党
の
宣
伝
道
具
と
し
て
使
っ
て
い
た
。
四
代
目
の
殷
海
光
は
中
華
民
国
の
政
府
が
台
湾
に
遷
っ
て
か
ら
、
自
由
民
主
の
価
値
を
肯
定
し
な
が
ら
、
日
常
の
言
動
で
も
そ
れ
を
実
践
し
て
い
た
が
、
権
力
側
に
弾
圧
さ
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
林
毓
生
自
身
は
五
代
目
の
知
識
人
と
し
て
、
戒
厳
令
が
解
除
さ
れ
た
後
に
も
活
躍
し
て
、
彼
の
師
た
る
殷
海
光
よ
り
一
歩
進
ん
で
、
法
治
（
T
he
― 102 ―
rule
oflaw
）
観
念
を
踏
ま
え
て
自
由
民
主
主
義
を
理
解
、
実
践
す
べ
き
だ
と
唱
え
て
い
る
。
そ
こ
で
、
紙
幅
の
制
約
も
あ
り
、
林
毓
生
だ
け
に
焦
点
を
絞
り
、
儒
教
思
想
と
近
代
の
関
連
、
特
に
台
湾
の
新
儒
家
に
対
す
る
彼
の
批
判
を
検
討
す
る
。
ま
ず
、
林
毓
生
に
よ
れ
ば
中
国
の
伝
統
に
お
け
る
支
配
的
な
宇
宙
観
は
一
元
的
で
有
機
的
な
天
人
相
関
の
宇
宙
観
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
宇
宙
観
と
関
連
し
て
、
「
内
聖
外
王
」
は
儒
教
に
お
け
る
最
高
の
理
想
と
さ
れ
、
ま
た
「
内
在
的
超
越
」
と
い
う
思
想
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
伝
統
的
な
中
国
の
政
治
で
は
近
代
西
洋
の
よ
う
な
政
教
分
離
の
制
度
で
は
な
く
、「
政
教
合
一
」
が
理
想
的
な
制
度
と
さ
れ
た
。
そ
れ
で
、
伝
統
的
な
儒
教
知
識
人
は
現
実
の
政
治
に
対
し
て
不
満
を
覚
え
て
も
、
孔
子
祭
祀
の
儀
礼
と
学
校
の
維
持
、
及
び
道
統
を
担
う
士
大
夫
の
自
尊
を
呼
び
か
け
、
そ
し
て
聖
王
の
再
現
を
望
む
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
天
命
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
政
教
合
一
の
天
子
の
制
度
は
伝
統
的
な
中
国
で
は
、
崩
壊
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（「
政
教
合
一
與
政
教
分
離
」
『
政
治
秩
序
與
多
元
社
会
』）。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
新
儒
家
が
重
視
し
た
「
内
在
的
超
越
」
と
い
う
儒
教
思
想
の
意
味
に
つ
い
て
、
林
氏
は
、
そ
の
よ
う
な
思
想
に
は
個
人
の
内
面
と
超
越
者
と
の
間
に
は
確
か
に
あ
る
種
の
緊
張
関
係
が
存
在
す
る
が
、
し
ば
し
ば
個
人
の
内
面
を
強
調
し
す
ぎ
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
と
、
考
え
て
い
る
。
彼
か
ら
見
れ
ば
、
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
儒
教
知
識
人
は
道
徳
と
政
治
を
連
関
的
に
捉
え
、
道
徳
で
人
間
社
会
の
秩
序
を
基
礎
付
け
る
考
え
を
重
ん
じ
た
わ
け
で
あ
る
。
林
氏
は
、
新
儒
家
た
ち
が
こ
う
し
た
個
人
の
内
面
的
な
道
徳
性
を
信
用
し
て
依
拠
し
て
い
る
の
で
、
中
国
の
伝
統
思
想
と
文
化
か
ら
「
民
主
」（
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
）
が
発
展
で
き
る
と
楽
観
的
に
信
じ
る
の
だ
と
、
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
彼
の
考
え
で
は
、
西
洋
の
歴
史
に
お
け
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
発
展
は
そ
も
そ
も
多
元
的
で
複
雑
な
も
の
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
政
教
分
離
の
伝
統
と
マ
キ
ャ
ヴ
ェ
ッ
リ
ら
の
政
治
思
想
な
ど
と
密
接
に
関
わ
る
の
で
、「
民
主
」
に
対
す
る
新
儒
家
の
理
解
は
表
面
的
な
も
の
で
し
か
な
い
。
そ
れ
に
、
儒
教
に
は
確
か
に
「
天
視
自
我
民
視
、
天
聴
自
我
民
聴
」
と
い
っ
た
民
本
思
想
の
要
素
が
見
ら
れ
、
こ
う
し
た
思
想
で
は
、
天
命
は
民
意
に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
、
人
民
は
無
道
の
君
に
対
し
て
革
命
す
る
権
利
を
も
つ
が
、
革
命
が
成
功
し
て
も
、
天
命
が
別
の
天
子
に
移
る
だ
け
で
、
人
民
は
主
権
者
に
は
な
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
思
想
か
ら
人
民
を
政
治
主
体
と
し
た
「
人
民
主
権
」
の
思
想
は
自
動
的
に
は
展
開
で
き
な
い
（「
新
儒
家
在
中
国
推
展
民
主
的
理
論
面
臨
的
困
境
」『
政
治
秩
序
與
多
元
社
会
』、「
民
主
自
由
與
中
国
的
創
造
転
化
」『
思
想
與
人
物
』）。
そ
し
て
、
林
毓
生
の
考
え
で
は
、
儒
教
に
は
「
人
民
主
権
」
の
思
想
は
な
い
が
、
平
等
観
念
と
接
合
で
き
る
「
性
善
」
観
念
が
あ
る
ほ
か
、「
仁
」
の
哲
学
の
よ
う
な
自
由
主
義
が
重
ん
じ
る
「
人
の
道
徳
自
主
性
」（
them
oralautonom
y
ofm
an）
と
接
合
す
る
思
想
的
要
素
が
あ
る
。
と
は
い
え
、
彼
の
考
え
は
、
儒
教
内
部
に
は
す
で
に
自
由
民
主
主
義
に
発
展
で
き
る
思
想
的
要
素
（
種
）
が
あ
る
と
す
る
既
述
の
新
儒
家
の
議
論
と
異
な
り
、
儒
教
思
想
に
は
自
由
民
主
主
義
を
受
け
る
媒
介
的
な
要
素
し
か
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
（
同
上
）。
こ
の
よ
う
に
、
こ
う
し
た
林
氏
の
儒
教
思
想
に
対
す
る
理
解
は
、
右
に
述
べ
て
き
た
革
命
権
と
朱
子
学
が
近
代
日
本
に
お
い
て
果
た
し
た
役
割
に
対
す
る
丸
山
の
理
解
に
近
い
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
林
氏
に
と
っ
て
、
儒
教
は
外
来
の
も
の
で
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は
な
く
、
中
国
の
自
生
的
な
伝
統
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
彼
に
よ
れ
ば
そ
の
よ
う
な
儒
教
思
想
は
、
近
代
社
会
に
合
う
も
の
と
し
て
、
さ
ら
に
創
造
的
に
転
化
す
べ
き
で
あ
る
。「
創
造
的
に
転
化
す
る
こ
と
」（「
創
造
性
転
化
」）
と
は
creative
transform
ation
の
中
国
語
訳
で
あ
る
。
こ
れ
は
彼
が
一
九
六
〇
年
代
末
、「
全
盤
西
化
」
論
と
新
儒
家
の
思
想
と
の
態
度
の
差
異
を
強
調
す
る
た
め
に
提
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
要
は
伝
統
の
中
か
ら
、
使
え
る
も
の
を
取
り
出
し
、
そ
し
て
選
ば
れ
た
西
洋
の
思
想
と
融
合
す
る
過
程
に
お
い
て
、
長
い
時
間
を
か
け
て
、
そ
れ
を
転
化
さ
せ
て
西
洋
思
想
と
接
合
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
は
ロ
バ
ー
ト
・
ベ
ラ
ー
（
RobertBelah,1927-2013）
の
creativereform
ation
に
対
す
る
分
析
か
ら
啓
発
さ
れ
て
提
出
さ
れ
た
概
念
で
あ
る
が
、
さ
か
の
ぼ
れ
ば
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
議
論
と
も
繋
が
る
も
の
で
あ
る（「
面
対
未
来
的
関
懐
」
『
思
想
與
人
物
』）。
こ
の
林
氏
の
議
論
は
大
い
に
議
論
さ
れ
て
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
論
じ
ら
れ
た
た
め
、
一
九
九
〇
年
代
、
ま
た
「
創
造
性
転
化
的
再
思
與
再
認
」（『
中
国
激
進
思
潮
的
起
源
與
後
果
』
に
収
録
）
と
い
う
論
文
を
著
し
、
再
解
釈
し
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
論
文
で
は
、
彼
は
、
伝
統
を
「
創
造
的
に
転
化
す
る
こ
と
」
は
未
来
を
考
え
る
方
向
を
提
示
す
る
だ
け
で
、
し
か
も
伝
統
の
純
粋
性
を
失
う
べ
き
で
は
な
い
の
み
な
ら
ず
、
自
由
と
民
主
の
制
度
を
建
設
す
る
た
め
に
有
利
な
も
の
に
す
べ
き
だ
と
強
調
し
て
い
る
。
大
雑
把
に
言
え
ば
、
そ
れ
は
伝
統
的
な
中
国
思
想
を
転
化
し
て
そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
し
た
市
民
社
会
の
建
設
を
目
標
と
す
る
こ
と
だ
と
言
え
よ
う
。林
毓
生
の
儒
教
思
想
論
は
さ
ら
に
立
ち
入
っ
て
論
じ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
右
に
述
べ
た
よ
う
に
、
新
儒
家
を
批
判
的
に
見
て
い
る
林
毓
生
の
儒
教
思
想
論
は
丸
山
の
そ
れ
に
近
い
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
伝
統
を
「
創
造
的
に
転
化
す
る
」
と
す
る
論
は
さ
ら
に
、『
日
本
の
思
想
』
と
古
層
論
に
お
け
る
日
本
の
伝
統
に
対
す
る
丸
山
の
反
省
や
議
論
と
比
較
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
両
者
が
共
に
近
代
西
洋
政
治
思
想
に
対
し
て
深
い
知
識
を
持
ち
、
古
典
的
自
由
主
義
の
価
値
観
に
コ
ミ
ッ
ト
し
な
が
ら
、
真
の
比
較
思
想
史
の
観
点
か
ら
議
論
が
展
開
で
き
た
こ
と
に
関
連
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
と
も
あ
れ
、
こ
の
二
人
は
と
も
に
知
識
貴
族
の
精
神
の
持
ち
主
だ
と
言
え
よ
う
。
林
毓
生
の
ほ
か
に
、
わ
れ
わ
れ
は
東
ア
ジ
ア
の
視
野
に
お
い
て
、
丸
山
が
そ
の
前
期
と
後
期
に
説
い
た
儒
教
と
近
代
に
関
す
る
議
論
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
殷
海
光
、
張
佛
泉
（
一
九
〇
七
〜
一
九
九
四
）
の
よ
う
な
近
代
台
湾
（
中
華
民
国
）
で
活
躍
し
て
い
た
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
ら
の
議
論
と
比
較
す
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
今
後
の
課
題
と
す
る
。
五
、
結
び
に
代
え
て
台
湾
の
新
儒
家
た
ち
は
儒
教
思
想
と
自
由
民
主
主
義
と
の
関
連
を
重
視
し
て
い
る
が
、近
代
中
国
に
お
け
る
国
際
法
の
受
容
と
儒
教
思
想
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
さ
ほ
ど
議
論
し
て
い
な
い
。
そ
の
か
わ
り
に
、
台
湾
を
中
国
の
一
部
だ
と
当
然
視
し
て
い
る
現
代
中
国
大
陸
の
新
儒
家
な
い
し
新
左
派
の
思
想
家
は
近
代
西
洋
中
心
の
国
際
秩
序
に
対
抗
す
る
た
め
に
、
康
有
為
の
思
想
的
遺
産
を
重
視
し
て
、
中
国
的
な
発
想
に
基
づ
く
「
天
下
」
の
思
想
、
世
界
主
義
的
な
秩
序
論
を
展
開
し
て
い
る
。
彼
ら
の
議
論
に
対
す
る
葛
兆
光
の
批
判
は
有
名
で
あ
る
（「
対
「
天
下
」
的
想
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像
：
一
個
烏
托
邦
想
像
背
後
的
政
治
、
思
想
與
学
術
」『
思
想
』﹇
台
北
：
聯
経
出
版
社
﹈
二
十
九
号
、
二
〇
一
五
年
）
が
、
既
述
の
よ
う
に
、
丸
山
は
天
道
思
想
、
「
天
下
」
の
思
想
、
儒
教
が
持
つ
世
界
主
義
的
側
面
を
重
視
し
て
い
る
ほ
か
に
、
日
中
の
差
異
に
も
言
及
し
た
。
思
う
に
、
近
代
日
本
に
対
す
る
丸
山
の
批
判
は
よ
く
論
じ
ら
れ
る
が
、
康
有
為
や
孫
文
な
ど
近
代
中
国
思
想
家
に
対
す
る
丸
山
の
分
析
は
少
な
い
が
、
丸
山
の
発
想
を
さ
ら
に
展
開
し
て
検
討
す
べ
き
も
の
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
は
今
後
の
課
題
に
す
る
。
最
後
に
、
台
湾
規
模
の
市
民
社
会
を
構
築
す
る
た
め
に
は
、
林
毓
生
の
議
論
の
ほ
か
に
、
か
つ
て
の
丸
山
の
議
論
に
も
参
考
に
な
る
も
の
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
台
湾
の
若
い
知
識
人
は
す
で
に
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
今
後
、
台
湾
で
は
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
の
丸
山
論
が
期
待
さ
れ
る
。
さ
ら
に
言
う
と
、中
国
離
れ
の
動
き
が
進
ん
で
い
る
現
代
の
台
湾
社
会
で
は
、
儒
教
を
含
め
、
漢
民
族
の
伝
統
に
ど
の
よ
う
に
立
ち
向
か
う
べ
き
か
は
一
つ
の
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
こ
の
問
題
を
立
ち
入
っ
て
分
析
す
る
た
め
に
は
、
丸
山
の
議
論
も
一
考
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
注
（
１
)
本
稿
の
内
容
は
「
儒
学
與
日
本
現
代
性
：
丸
山
真
男
論
江
戸
儒
学
」（『
文
化
研
究
』
第
二
十
五
期
、
二
〇
一
七
年
）
を
踏
ま
え
て
書
い
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
一
部
の
内
容
は
重
な
っ
て
い
る
。
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
（
２
)
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
丸
山
真
男
は
早
く
も
す
で
に
一
九
四
六
年
四
月
に
東
洋
文
化
研
究
所
で
行
っ
た
講
演
で
あ
る
「
孫
文
と
政
治
教
育
」（『
丸
山
眞
男
集
別
集
』
第
一
巻
）
で
似
た
考
え
を
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
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